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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

人も元気 まちも元気 新鮮都市いとしま水環境再生計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

福岡県、糸島市 

 

３ 地域再生計画の区域 

糸島市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

 糸島市は、福岡県西部の糸島半島に位置し、平成 22年 1月 1日に旧前原市、

旧二丈町、旧志摩町が合併し誕生しました。平成 21年 9月末現在の人口は約

100,600人、面積216.12平方キロメートルとなっています。 

 市内には、糸島のシンボル的存在として、古くは万葉の歌にも詠まれ「糸島

富士」とも呼ばれた可也山、ダイナミックな海岸線を織りなす二見ヶ浦や芥屋

の大門、美しい白砂青松の海岸線を有した幣の浜や姉子の浜、背振山系の山々

からの水をたたえた白糸の滝や千寿院の滝などの名勝が多く存在し、豊かな自

然景観を形成しています。また、古くは、中国の歴史書「魏志倭人伝」に記さ

れている「伊都国」があった地とされ、日本最大の銅鏡「内行花文鏡」が国宝

に指定されるなど、古代ロマン溢れる史跡が各所に残されています。 

 現在では、市を東西に走るJR筑肥線、国道202号線、西九州自動車道により

交通利便性が向上し、北東部には九州大学伊都キャンパスが移転進行中である

など、福岡都市圏の西の拠点として著しい都市機能の発展が続いています。 

 また、都市近郊型の農業や畜産業が盛んで、休日には市内各所にある農畜産

物・海産物直売所に多くの人たちが訪れており、「糸島」の農畜産品や海産物は、

福岡市をはじめ、県内外の飲食店や多くの人たちから安全・安心な新鮮でおい

しい食材として「糸島ブランド」が定着しています。 

 市内には、雷山川をはじめ複数の河川が流れ、玄界灘に注いでいますが、汚

水処理施設の整備が完了した地域においては河川の水質改善が見られるものの、

未整備地域においては、生活雑排水の流入による河川や農業用水路の水質汚濁、

それに伴う農産物への影響、また、生活環境及び自然環境の悪化が深刻かつ緊

急性の高い問題となっています。 

 糸島市では、人口密度の高い市街化区域及びその周辺地域は公共下水道事業

を、農村地域においては農業集落排水事業を実施しており、また、芥屋地区は

特定環境保全公共下水道事業、姫島地区は漁業集落排水事業での整備が完了し

ています。上記事業の対象になっていない地域においては、小型合併処理浄化
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槽設置整備事業（個人設置型）を併せて実施することにより、汚濁の主な原因

である生活排水について適正に処理を行い、公共用水域の水質保全を確保する

こととしています。 

 今回、汚水処理施設整備交付金及び県単独補助金などを活用するとともに、

浸水対策等と一体的な下水道整備に社会資本整備総合交付金を活用し、公共下

水道、農業集落排水施設、浄化槽の効率的な普及促進を行うことで、市内全域

の水質浄化を図る。また、河川や水路の水質浄化により農地・漁場の保全に努

め、市の基幹産業である農畜産業及び漁業の振興を推進することで地域の活性

化を図り、「人も元気 まちも元気 新鮮都市いとしま」のまちづくりを進めます。 

 

（目標）・汚水処理施設の整備の促進 

      汚水処理人口普及率を７４％（平成２１年度）から８４％（平成 

２６年度）に向上 

    ・市内河川の水質の改善 

      河川の水質（ＢＯＤ）１．８㎎/ｌ（平成２２年度）から 

１．３㎎/ｌ（平成２６年度）平成２２年度より７２％改善 

    ・個別産品のブランド化と販路拡大に伴う見本市の開催 

      見本市出展者数を０事業者（平成２４年度）から６０事業者（平 

成２６年度） 

       

５ 目標を達成するために行う事業 

（５－１）全体の概要 

 糸島市では、人口密度の高い市街化区域及びその周辺地域は公共下水道事業

で、近年の集中豪雨により雨水対策及び、汚水処理場の汚水処理施設の老朽化

等が確認され、施設の更新等が最重要課題となり、社会資本整備総合交付金で

一体的に行ことにより効果的・効率的に実施します。また、農村地域において

は農業集落排水事業で汚水処理施設整備交付金及び県単独補助金などを効果

的に活用しながら事業を実施します。さらに、上記事業及び特定環境保全公共

下水道事業、漁業集落排水事業の区域外において、小型合併処理浄化槽設置整

備事業（個人設置型）を併せて実施することにより、汚濁の主な原因である生

活排水について適正に処理を行い、公共用水域の水質保全を確保することとし

ています。 

 また、上記と併せて、県及び市による出前講座等を実施し、水環境保全に対
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する市民の意識を高め、快適な水環境を再生し、地域の活性化を目指します。 

 

 

(５－２) 特定政策課題に関する事項 

 該当なし 

 

（５－３）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

 対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続きを完了しています。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

 ・公共下水道 前原処理区  平成２０年７月事業認可 

     可也引津処理区 平成２０年９月事業認可 

 ・農業集落排水 怡土Ⅰ期地区  平成１７年４月事業採択 

    長糸Ⅰ期地区  平成１８年１月事業採択 

    白糸地区  平成１９年２月事業採択 

    高上Ⅰ期地区  平成２０年１月事業採択 

    怡土Ⅱ期地区  平成２２年１月事業採択 

    長糸Ⅱ期地区  平成２２年１月事業採択 

           

[事業主体] 

・糸島市 

          

[施設の種類] 

・公共下水道、農業集落排水施設、浄化槽（個人設置型） 

 

[事業区域] 

・公共下水道 下水道事業計画区域 

 （公共下水道事業計画区域の内、香力、曽根、多久、東、三雲地区） 

 

・農業集落排水施設  怡土・長糸・白糸・高上地区 

 

 

・浄化槽（個人設置型） 

糸島市全域（公共下水道事業計画区域・農業集落排水事業採択区域・

特定環境保全下水道整備完了区域・漁業集落排水事業整備完了区域を

除く） 
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[事業期間] 

・公共下水道        平成２２年度 

 ・農業集落排水施設     平成２２年度～平成２６年度 

 ・浄化槽（個人設置型）   平成２２年度～平成２６年度 

 

[整備量] 

 ・公共下水道        φ150～φ300 L=3,280m 

                              (交付金事業分のみ) 

               処理場       1箇所 

 

 ・農業集落排水施設     φ150～φ300 L=26,267m 

               (交付金事業分のみ) 

               処理場      1箇所 

 

 ・浄化槽（個人設置型）   553基 

 

なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。 

  公共下水道    ７５４人 

農業集落排水施設  ２，８６０人 

浄化槽   １，６２７人 

 

[事業費] 

・公共下水道          ４７２，０００千円 

               （うち、交付金   ２３６，０００千円） 

 

・農業集落排水施設     １，６９８，３７０千円 

               （うち、交付金   ８４９，１８５千円） 

                   

・浄化槽（個人設置型）     ２１０，６８４千円 

（うち、交付金    ７０，２２８千円） 

                   

  

・合計           ２，３８１，０５４千円 

  （うち、交付金 １，１５５，４１３千円） 
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（５－４）その他の事業 

・社会資本整備総合交付金による公共下水道事業 

      社会資本整備総合交付金により公共下水道の整備を行うことにより汚 

水処理施設の整備の促進及び市内河川の水質の改善を図ります。 

・市出前講座 

  「市の環境施策と環境対策」、「河川等の水質変化」などをテーマに市職

員が住民に対して説明を行い、環境への意識を高めます。 

・施設見学 

  主に児童を対象として下水管理センターの施設見学を行い、汚れた水を

浄化する過程について理解を深め、環境への意識を高めます。 

・県出前講座 

 「川をきれいにするために、一人ひとりができること」、「下水道の

役割と仕組みについて」などをテーマに県職員が住民に対して説明を行

い、環境意識と下水道の理解を深めます。 

 

 

６ 計画期間 

平成２２年度～２６年度 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

汚水処理人口普及率・河川の水質及び見本市出展者数の実績値及び人口推

移を毎年度末に調査し、必要に応じて事業内容の見直しを図り、計画終了後

に４に示す数値目標に照らし、状況評価を行い、評価結果を公表します。 

 


